新体系物理学発展の近況と,近藤氏へ,V by 飯田, 修一
Title新体系物理学発展の近況と,近藤氏へ,V
Author(s)飯田, 修一


























































































































のC1との接触点に, ∂j(x)に伴 う∂H (x)を打ち消すような電流 ∂j(r)を作成 してゆく.こ
の 6j(r)は直ちには環流できないから, ∂p(T:)も当然伴われる｡しかし,このシグナルが,
Cl 内の最長距離を渡り切って,更に二次,三次,---効果が, decayして了うと, C1内
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この点は, t改訂版り(1,2年以内に出版予定 )に更に適切な説明がある｡
5)飯田修一:t物性研究け31(1978)87-138,§12.
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